
基盤研究(C)(⼀般)課題番号︓20K03090（代表︓弘前⼤学⼈⽂社会科学部︓熊野真規⼦） 
「地域への⽬覚め」を介した⽇本型複⾔語･複⽂化教育モデルと複⽂化教育交流実験検証」にかかる
2024 年度 交流実施概要 
 
11/22(⾦) 公開シンポジウム参加 
 
設営打合せ等 15:30-ヒロロ４F フードコ
ート集合：  
会場設営開始 17:00-17:30 
開場予定   17:30- 
 
公開シンポジウム開始 
0. 進⾏挨拶 18:00- 
1. プレ講義 18:05 

鎌⽥翔⾄(プロジェクト OB)・ 
齋藤結友(弘⼤⼈⽂社会科学部４年) 

2. 研究者たちの視点で振り返る 
プロジェクト 18:15- 
(メイン登壇者・サブ登壇者間の 
質疑応答を通じたプロジェクト 
振り返り) 

3. ラウンドテーブル(全体討論) 
19:00- 
(フロアの学⽣対象に交流実験の 
経験についてのコメント等が 
求められる可能性あり） 

4.総括 19:55- 
11/23(⼟) 交流実験 
午前：ワークショップ（グループワーク） 
地域言語・地域文化を介した地元市民と学生(出身地の異なる地元学生・県外学生)とのグル

ープワーク(交流実験 2023)で見られた相互的学び (フィールドワーク的知の刺激、「暗黙知」)
をワークショップ・デザインとして探求する目的で実施します（来年度以降の研究の予備調

査として）。 
出⾝地・居住地など、各地域の地⽅新聞(ローカル紙)を⽤いたグループワークを実施します。 
※参加者は、出⾝地/居住地の地⽅新聞(ローカル紙)の持ち寄りにご協⼒ください！ 
グループ内の構成(県外学⽣＋弘⼤⽣＋弘前市⺠＋参与観察者)×４グループの GW 
9:00 会場集合（⽯場旅館⼤広間）〜ワーク説明〜グループ分け 
9:20 〜各グループ内でアイスブレイク(⾃⼰紹介等) 
9:30〜グループワーク 
11:30 グループごとの発表 

  12:00-12:30 終了⾒込み 
 
午後：学⽣→学⽣間交流 

研究者→MT 



【現地 参加者リスト】 
 

登壇者/参与観察者 
⾼橋梓      近畿⼤学法学部【シンポジウム・コーディネーター】 
國枝孝弘    慶応義塾⼤学総合政策学部 
松井真之介  宮崎⼤学国際連携機構 多⾔語多⽂化教育研究センター  
安藤博⽂      静岡⼤学ほか 
MOUTON Ghislain 同志社⼤学グローバル・コミュニケーション学部 

 
県外学⽣等 
近畿⼤：法学部学⽣（交流実験 2023 参加） 
慶応義塾⼤ SFC：環境情報学部学⽣（交流実験 2023 参加） 
神⼾⼤学：国際⼈間科学部学⽣（交流実験 2022 参加） 
慶応義塾⼤ SFC：政策・メディア研究科修⼠学⽣  *参加応募者 

 
現地参加学⽣（弘前⼤）*調査補助 
⼈⽂社会科学部： 
A（交流実験 2022、2023 参加） 

  B（交流実験 2023 参加） 
  C（交流実験 2023 参加） 
  D（交流実験 2023 トークのみ参加） 
⼈⽂社会科学部 OB: 
  鎌⽥翔⾄（byplayer/研究⽀援員、交流実験 2022準備等担当） 
 
地域住⺠(11/23 グループワーク参加者) 
弘前市 
  A（交流実験 2023 トーク＆GW 参加） 
  B（交流実験 2023 トーク＆GW 参加） 
  C（交流実験 2023 トーク＆GW 参加） 
  D (初参加) 
 
 
 
 
 
 
 
 
基盤研究(C)(⼀般)課題番号：20K03090代表 
弘前⼤学⼈⽂社会科学部客員研究員 熊野真規⼦ 


